
(57)【要約】

　【課題】　従来より短時間で動脈壁の弾性率を求める

ことができる超音波診断装置を提供する。

　【解決手段】　超音波診断装置２０は、生体の動脈で

反射した超音波信号に基づいて求められる動脈の壁の歪

量のうち動脈を加振する加振器４２による加振に応じた

周波数の成分を抽出する帯域制限フィルタ２７と、動脈

内の血圧値のうち加振に応じた周波数の成分を抽出する

帯域制限フィルタ２９と、帯域制限フィルタ２７によっ

て抽出される周波数を加振に応じた信号である加振信号

及び動脈の壁の歪量に基づいて設定するとともに帯域制

限フィルタ２９によって抽出される周波数を加振信号及

び動脈内の血圧値に基づいて設定する周波数解析部３０

と、帯域制限フィルタ２７によって抽出された動脈の壁

の歪量の成分及び帯域制限フィルタ２９によって抽出さ

れた動脈内の血圧値の成分に基づいて動脈の壁の弾性率

を演算する弾性率演算部３１とを備える。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
生 体 の 動 脈 で 反 射 し た 超 音 波 信 号 に 基 づ い て 求 め ら れ る 前 記 動 脈 の 壁 の 歪 量 の う ち 前 記 動
脈 を 加 振 す る 加 振 器 に よ る 前 記 加 振 に 応 じ た 周 波 数 の 成 分 を 抽 出 す る 歪 量 加 振 成 分 抽 出 手
段 と 、 前 記 動 脈 内 の 血 圧 値 の う ち 前 記 加 振 に 応 じ た 周 波 数 の 成 分 を 抽 出 す る 血 圧 値 加 振 成
分 抽 出 手 段 と 、 前 記 歪 量 加 振 成 分 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ る 前 記 周 波 数 を 前 記 加 振 に 応
じ た 信 号 で あ る 加 振 信 号 及 び 前 記 歪 量 に 基 づ い て 設 定 す る 歪 量 抽 出 周 波 数 設 定 手 段 と 、 前
記 血 圧 値 加 振 成 分 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ る 前 記 周 波 数 を 前 記 加 振 信 号 及 び 前 記 血 圧 値
に 基 づ い て 設 定 す る 血 圧 値 抽 出 周 波 数 設 定 手 段 と 、 前 記 歪 量 加 振 成 分 抽 出 手 段 に よ っ て 抽
出 さ れ た 前 記 成 分 及 び 前 記 血 圧 値 加 振 成 分 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ た 前 記 成 分 に 基 づ い
て 前 記 壁 の 弾 性 率 を 演 算 す る 弾 性 率 演 算 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置
。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 歪 量 及 び 前 記 血 圧 値 の 少 な く と も 一 方 に 対 し て 前 記 加 振 の 再 現 性 を 周 波 数 毎 に 取 得 す
る 再 現 性 取 得 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 歪 量 及 び 前 記 血 圧 値 の 少 な く と も 一 方 と 、 前 記 加 振 と の 相 関 性 を 周 波 数 毎 に 取 得 す る
相 関 性 取 得 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 歪 量 及 び 前 記 血 圧 値 の 少 な く と も 一 方 と 、 前 記 加 振 と の 間 の 伝 達 関 数 を 取 得 す る 伝 達
関 数 取 得 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 弾 性 率 演 算 手 段 は 、 前 記 歪 量 加 振 成 分 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ た 前 記 成 分 の 複 数 回
分 の 加 算 平 均 に 基 づ い て 前 記 弾 性 率 を 演 算 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波
診 断 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
生 体 の 動 脈 で 反 射 し た 超 音 波 信 号 に 基 づ い て 求 め ら れ る 前 記 動 脈 の 径 の 変 化 量 の う ち 前 記
動 脈 を 加 振 す る 加 振 器 に よ る 前 記 加 振 に 応 じ た 周 波 数 の 成 分 を 抽 出 す る 変 化 量 加 振 成 分 抽
出 手 段 と 、 前 記 動 脈 内 の 血 圧 値 の う ち 前 記 加 振 に 応 じ た 周 波 数 の 成 分 を 抽 出 す る 血 圧 値 加
振 成 分 抽 出 手 段 と 、 前 記 変 化 量 加 振 成 分 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ る 前 記 周 波 数 を 前 記 加
振 に 応 じ た 信 号 で あ る 加 振 信 号 及 び 前 記 変 化 量 に 基 づ い て 設 定 す る 変 化 量 抽 出 周 波 数 設 定
手 段 と 、 前 記 血 圧 値 加 振 成 分 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ る 前 記 周 波 数 を 前 記 加 振 信 号 及 び
前 記 血 圧 値 に 基 づ い て 設 定 す る 血 圧 値 抽 出 周 波 数 設 定 手 段 と 、 前 記 変 化 量 加 振 成 分 抽 出 手
段 に よ っ て 抽 出 さ れ た 前 記 成 分 及 び 前 記 血 圧 値 加 振 成 分 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ た 前 記
成 分 に 基 づ い て 前 記 動 脈 の 壁 の 弾 性 率 を 演 算 す る 弾 性 率 演 算 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と
す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 変 化 量 及 び 前 記 血 圧 値 の 少 な く と も 一 方 に 対 し て 前 記 加 振 の 再 現 性 を 周 波 数 毎 に 取 得
す る 再 現 性 取 得 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 変 化 量 及 び 前 記 血 圧 値 の 少 な く と も 一 方 と 、 前 記 加 振 と の 相 関 性 を 周 波 数 毎 に 取 得 す
る 相 関 性 取 得 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 変 化 量 及 び 前 記 血 圧 値 の 少 な く と も 一 方 と 、 前 記 加 振 と の 間 の 伝 達 関 数 を 取 得 す る 伝
達 関 数 取 得 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 弾 性 率 演 算 手 段 は 、 前 記 変 化 量 加 振 成 分 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ た 前 記 成 分 の 複 数
回 分 の 加 算 平 均 に 基 づ い て 前 記 弾 性 率 を 演 算 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 超 音
波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
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前 記 弾 性 率 演 算 手 段 は 、 複 数 回 の 演 算 に よ っ て 求 め た 複 数 の 前 記 弾 性 率 を 加 算 平 均 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 弾 性 率 演 算 手 段 は 、 前 記 生 体 の １ 心 拍 内 の 各 心 周 期 に お け る 前 記 弾 性 率 を 演 算 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
生 体 の 動 脈 を 加 振 す る 加 振 器 と 、 超 音 波 信 号 に 基 づ い て 前 記 動 脈 の 壁 の 弾 性 率 を 求 め る 超
音 波 診 断 装 置 と を 備 え 、
　 前 記 超 音 波 診 断 装 置 は 、 前 記 動 脈 で 反 射 し た 前 記 超 音 波 信 号 に 基 づ い て 求 め ら れ る 前 記
壁 の 歪 量 の う ち 前 記 加 振 に 応 じ た 周 波 数 の 成 分 を 抽 出 す る 歪 量 加 振 成 分 抽 出 手 段 と 、 前 記
動 脈 内 の 血 圧 値 の う ち 前 記 加 振 に 応 じ た 周 波 数 の 成 分 を 抽 出 す る 血 圧 値 加 振 成 分 抽 出 手 段
と 、 前 記 歪 量 加 振 成 分 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ る 前 記 周 波 数 を 前 記 加 振 に 応 じ た 信 号 で
あ る 加 振 信 号 及 び 前 記 歪 量 に 基 づ い て 設 定 す る 歪 量 抽 出 周 波 数 設 定 手 段 と 、 前 記 血 圧 値 加
振 成 分 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ る 前 記 周 波 数 を 前 記 加 振 信 号 及 び 前 記 血 圧 値 に 基 づ い て
設 定 す る 血 圧 値 抽 出 周 波 数 設 定 手 段 と 、 前 記 歪 量 加 振 成 分 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ た 前
記 成 分 及 び 前 記 血 圧 値 加 振 成 分 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ た 前 記 成 分 に 基 づ い て 前 記 壁 の
弾 性 率 を 演 算 す る 弾 性 率 演 算 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
生 体 の 動 脈 を 加 振 す る 加 振 器 と 、 超 音 波 信 号 に 基 づ い て 前 記 動 脈 の 壁 の 弾 性 率 を 求 め る 超
音 波 診 断 装 置 と を 備 え 、
　 前 記 超 音 波 診 断 装 置 は 、 前 記 動 脈 で 反 射 し た 前 記 超 音 波 信 号 に 基 づ い て 求 め ら れ る 前 記
動 脈 の 径 の 変 化 量 の う ち 前 記 加 振 に 応 じ た 周 波 数 の 成 分 を 抽 出 す る 変 化 量 加 振 成 分 抽 出 手
段 と 、 前 記 動 脈 内 の 血 圧 値 の う ち 前 記 加 振 に 応 じ た 周 波 数 の 成 分 を 抽 出 す る 血 圧 値 加 振 成
分 抽 出 手 段 と 、 前 記 変 化 量 加 振 成 分 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ る 前 記 周 波 数 を 前 記 加 振 に
応 じ た 信 号 で あ る 加 振 信 号 及 び 前 記 変 化 量 に 基 づ い て 設 定 す る 変 化 量 抽 出 周 波 数 設 定 手 段
と 、 前 記 血 圧 値 加 振 成 分 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ る 前 記 周 波 数 を 前 記 加 振 信 号 及 び 前 記
血 圧 値 に 基 づ い て 設 定 す る 血 圧 値 抽 出 周 波 数 設 定 手 段 と 、 前 記 変 化 量 加 振 成 分 抽 出 手 段 に
よ っ て 抽 出 さ れ た 前 記 成 分 及 び 前 記 血 圧 値 加 振 成 分 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ た 前 記 成 分
に 基 づ い て 前 記 壁 の 弾 性 率 を 演 算 す る 弾 性 率 演 算 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波
診 断 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 信 号 に 基 づ い て 生 体 内 の 動 脈 の 壁 （ 以 下 「 動 脈 壁 」 と い う 。 ） の 弾 性
率 を 求 め る 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 生 体 組 織 の 性 状 を 識 別 し 同 定 す る 手 段 の 一 つ と し て 、 生 体 組 織 を 構 成 す る 弾 性 繊 維 、 膠
原 線 維 、 脂 肪 や 血 栓 等 に よ っ て 弾 性 率 に 相 違 が あ る こ と を 利 用 し て 、 生 体 組 織 に 応 力 が 加
わ っ た と き の 生 体 組 織 の 歪 量 に 基 づ い て 生 体 組 織 の 弾 性 率 を 求 め る 手 法 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 生 体 組 織 に 応 力 が 加 わ っ た と き の 生 体 組 織 の 変 位 を 生 体 組 織 内 に 送 信 し た 超 音
波 の 反 射 波 に 基 づ い て 計 測 し 、 計 測 し た 生 体 組 織 の 変 位 に 基 づ い て 得 ら れ る 生 体 組 織 の 歪
量 と 、 生 体 組 織 に 加 わ っ た 応 力 の 大 き さ と に 基 づ い て 生 体 組 織 の 弾 性 率 を 求 め る 手 法 が 知
ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 ２ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － １ ８ ８ ０ ３ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － ５ ２ ２ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 手 法 に お い て は 、 動 脈 壁 の 弾 性 率 を 求 め る た め に 動 脈 内 の 血 圧 変
化 値 （ 脈 圧 ） を 用 い た 場 合 、 最 低 血 圧 と 最 高 血 圧 と を 計 測 す る た め に １ 心 拍 分 の 時 間 （ ヒ
ト の 場 合 、 約 １ 秒 ） が 必 要 で あ る と い う 問 題 が あ り 、 更 に 加 算 平 均 等 で Ｓ Ｎ 比 を 向 上 さ せ
る 場 合 に は 加 算 回 数 に 応 じ て 複 数 心 拍 分 の 時 間 が 必 要 と な る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 従 来 よ り 短 時 間 で 動 脈 壁 の 弾
性 率 を 求 め る こ と が で き る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 生 体 の 動 脈 で 反 射 し た 超 音 波 信 号 に 基 づ い て 求 め ら れ る 前
記 動 脈 の 壁 の 歪 量 の う ち 前 記 動 脈 を 加 振 す る 加 振 器 に よ る 前 記 加 振 に 応 じ た 周 波 数 の 成 分
を 抽 出 す る 歪 量 加 振 成 分 抽 出 手 段 と 、 前 記 動 脈 内 の 血 圧 値 の う ち 前 記 加 振 に 応 じ た 周 波 数
の 成 分 を 抽 出 す る 血 圧 値 加 振 成 分 抽 出 手 段 と 、 前 記 歪 量 加 振 成 分 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ
れ る 前 記 周 波 数 を 前 記 加 振 に 応 じ た 信 号 で あ る 加 振 信 号 及 び 前 記 歪 量 に 基 づ い て 設 定 す る
歪 量 抽 出 周 波 数 設 定 手 段 と 、 前 記 血 圧 値 加 振 成 分 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ る 前 記 周 波 数
を 前 記 加 振 信 号 及 び 前 記 血 圧 値 に 基 づ い て 設 定 す る 血 圧 値 抽 出 周 波 数 設 定 手 段 と 、 前 記 歪
量 加 振 成 分 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ た 前 記 成 分 及 び 前 記 血 圧 値 加 振 成 分 抽 出 手 段 に よ っ
て 抽 出 さ れ た 前 記 成 分 に 基 づ い て 前 記 壁 の 弾 性 率 を 演 算 す る 弾 性 率 演 算 手 段 と を 備 え た 構
成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 動 脈 壁 の 歪 量 の う ち 加 振 器 に よ る 動 脈 の
加 振 に 応 じ た 周 波 数 の 成 分 と 、 動 脈 内 の 血 圧 値 の う ち 加 振 器 に よ る 動 脈 の 加 振 に 応 じ た 周
波 数 の 成 分 と に 基 づ い て 動 脈 壁 の 弾 性 率 を 演 算 す る の で 、 従 来 よ り 短 時 間 で 動 脈 壁 の 弾 性
率 を 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 前 記 歪 量 及 び 前 記 血 圧 値 の 少 な く と も 一 方 に 対 し て
前 記 加 振 の 再 現 性 を 周 波 数 毎 に 取 得 す る 再 現 性 取 得 手 段 を 備 え た 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 動 脈 壁 の 歪 量 及 び 動 脈 内 の 血 圧 値 の 少 な
く と も 一 方 に 対 し て 、 加 振 器 に よ る 動 脈 の 加 振 が 安 定 し て 再 現 さ れ て い る か 否 か を 周 波 数
毎 に 評 価 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 前 記 歪 量 及 び 前 記 血 圧 値 の 少 な く と も 一 方 と 、 前 記
加 振 と の 相 関 性 を 周 波 数 毎 に 取 得 す る 相 関 性 取 得 手 段 を 備 え た 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 動 脈 壁 の 歪 量 及 び 動 脈 内 の 血 圧 値 の 少 な
く と も 一 方 に 対 し て 、 加 振 器 に よ る 動 脈 の 加 振 が 影 響 し て い る 度 合 い を 周 波 数 毎 に 評 価 す
る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 前 記 歪 量 及 び 前 記 血 圧 値 の 少 な く と も 一 方 と 、 前 記
加 振 と の 間 の 伝 達 関 数 を 取 得 す る 伝 達 関 数 取 得 手 段 を 備 え た 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 動 脈 壁 の 歪 量 及 び 動 脈 内 の 血 圧 値 の 少 な
く と も 一 方 に 対 し て 、 加 振 器 に よ る 動 脈 の 加 振 が 伝 達 す る 状 態 を 伝 達 関 数 の 振 幅 特 性 及 び
位 相 特 性 に 基 づ い て 評 価 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 の 前 記 弾 性 率 演 算 手 段 は 、 前 記 歪 量 加 振 成 分 抽 出 手 段 に
よ っ て 抽 出 さ れ た 前 記 成 分 の 複 数 回 分 の 加 算 平 均 に 基 づ い て 前 記 弾 性 率 を 演 算 す る 構 成 を
有 し て い る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 動 脈 壁 の 歪 量 の Ｓ Ｎ 比 が 低 い 場 合 で あ っ
て も 、 ノ イ ズ の 影 響 を 抑 制 し た 動 脈 壁 の 弾 性 率 を 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 生 体 の 動 脈 で 反 射 し た 超 音 波 信 号 に 基 づ い て 求 め ら
れ る 前 記 動 脈 の 径 の 変 化 量 の う ち 前 記 動 脈 を 加 振 す る 加 振 器 に よ る 前 記 加 振 に 応 じ た 周 波
数 の 成 分 を 抽 出 す る 変 化 量 加 振 成 分 抽 出 手 段 と 、 前 記 動 脈 内 の 血 圧 値 の う ち 前 記 加 振 に 応
じ た 周 波 数 の 成 分 を 抽 出 す る 血 圧 値 加 振 成 分 抽 出 手 段 と 、 前 記 変 化 量 加 振 成 分 抽 出 手 段 に
よ っ て 抽 出 さ れ る 前 記 周 波 数 を 前 記 加 振 に 応 じ た 信 号 で あ る 加 振 信 号 及 び 前 記 変 化 量 に 基
づ い て 設 定 す る 変 化 量 抽 出 周 波 数 設 定 手 段 と 、 前 記 血 圧 値 加 振 成 分 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出
さ れ る 前 記 周 波 数 を 前 記 加 振 信 号 及 び 前 記 血 圧 値 に 基 づ い て 設 定 す る 血 圧 値 抽 出 周 波 数 設
定 手 段 と 、 前 記 変 化 量 加 振 成 分 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ た 前 記 成 分 及 び 前 記 血 圧 値 加 振
成 分 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ た 前 記 成 分 に 基 づ い て 前 記 動 脈 の 壁 の 弾 性 率 を 演 算 す る 弾
性 率 演 算 手 段 と を 備 え た 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 動 脈 の 径 の 変 化 量 の う ち 加 振 器 に よ る 動
脈 の 加 振 に 応 じ た 周 波 数 の 成 分 と 、 動 脈 内 の 血 圧 値 の う ち 加 振 器 に よ る 動 脈 の 加 振 に 応 じ
た 周 波 数 の 成 分 と に 基 づ い て 動 脈 壁 の 弾 性 率 を 演 算 す る の で 、 従 来 よ り 短 時 間 で 動 脈 壁 の
弾 性 率 を 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 前 記 変 化 量 及 び 前 記 血 圧 値 の 少 な く と も 一 方 に 対 し
て 前 記 加 振 の 再 現 性 を 周 波 数 毎 に 取 得 す る 再 現 性 取 得 手 段 を 備 え た 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 動 脈 の 径 の 変 化 量 及 び 動 脈 内 の 血 圧 値 の
少 な く と も 一 方 に 対 し て 、 加 振 器 に よ る 動 脈 の 加 振 が 安 定 し て 再 現 さ れ て い る か 否 か を 周
波 数 毎 に 評 価 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 前 記 変 化 量 及 び 前 記 血 圧 値 の 少 な く と も 一 方 と 、 前
記 加 振 と の 相 関 性 を 周 波 数 毎 に 取 得 す る 相 関 性 取 得 手 段 を 備 え た 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 動 脈 の 径 の 変 化 量 及 び 動 脈 内 の 血 圧 値 の
少 な く と も 一 方 に 対 し て 、 加 振 器 に よ る 動 脈 の 加 振 が 影 響 し て い る 度 合 い を 周 波 数 毎 に 評
価 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 前 記 変 化 量 及 び 前 記 血 圧 値 の 少 な く と も 一 方 と 、 前
記 加 振 と の 間 の 伝 達 関 数 を 取 得 す る 伝 達 関 数 取 得 手 段 を 備 え た 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 動 脈 の 径 の 変 化 量 及 び 動 脈 内 の 血 圧 値 の
少 な く と も 一 方 に 対 し て 、 加 振 器 に よ る 動 脈 の 加 振 が 伝 達 す る 状 態 を 伝 達 関 数 の 振 幅 特 性
及 び 位 相 特 性 に 基 づ い て 評 価 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 の 前 記 弾 性 率 演 算 手 段 は 、 前 記 変 化 量 加 振 成 分 抽 出 手 段
に よ っ て 抽 出 さ れ た 前 記 成 分 の 複 数 回 分 の 加 算 平 均 に 基 づ い て 前 記 弾 性 率 を 演 算 す る 構 成
を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 動 脈 の 径 の 変 化 量 の Ｓ Ｎ 比 が 低 い 場 合 で
あ っ て も 、 ノ イ ズ の 影 響 を 抑 制 し た 動 脈 壁 の 弾 性 率 を 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 の 前 記 弾 性 率 演 算 手 段 は 、 複 数 回 の 演 算 に よ っ て 求 め た
複 数 の 前 記 弾 性 率 を 加 算 平 均 す る 構 成 を 有 し て い る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 動 脈 壁 の 歪 量 又 は 動 脈 の 径 の 変 化 量 の Ｓ
Ｎ 比 が 低 い 場 合 で あ っ て も 、 動 脈 内 の 血 圧 値 の Ｓ Ｎ 比 が 低 い 場 合 で あ っ て も 、 ノ イ ズ の 影
響 を 抑 制 し た 動 脈 壁 の 弾 性 率 を 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 の 前 記 弾 性 率 演 算 手 段 は 、 前 記 生 体 の １ 心 拍 内 の 各 心 周
期 に お け る 前 記 弾 性 率 を 演 算 す る 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 シ ス テ ム は 、 生 体 の 動 脈 を 加 振 す る 加 振 器 と 、 超 音 波 信 号 に
基 づ い て 前 記 動 脈 の 壁 の 弾 性 率 を 求 め る 超 音 波 診 断 装 置 と を 備 え 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 は
、 前 記 動 脈 で 反 射 し た 前 記 超 音 波 信 号 に 基 づ い て 求 め ら れ る 前 記 壁 の 歪 量 の う ち 前 記 加 振
に 応 じ た 周 波 数 の 成 分 を 抽 出 す る 歪 量 加 振 成 分 抽 出 手 段 と 、 前 記 動 脈 内 の 血 圧 値 の う ち 前
記 加 振 に 応 じ た 周 波 数 の 成 分 を 抽 出 す る 血 圧 値 加 振 成 分 抽 出 手 段 と 、 前 記 歪 量 加 振 成 分 抽
出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ る 前 記 周 波 数 を 前 記 加 振 に 応 じ た 信 号 で あ る 加 振 信 号 及 び 前 記 歪
量 に 基 づ い て 設 定 す る 歪 量 抽 出 周 波 数 設 定 手 段 と 、 前 記 血 圧 値 加 振 成 分 抽 出 手 段 に よ っ て
抽 出 さ れ る 前 記 周 波 数 を 前 記 加 振 信 号 及 び 前 記 血 圧 値 に 基 づ い て 設 定 す る 血 圧 値 抽 出 周 波
数 設 定 手 段 と 、 前 記 歪 量 加 振 成 分 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ た 前 記 成 分 及 び 前 記 血 圧 値 加
振 成 分 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ た 前 記 成 分 に 基 づ い て 前 記 壁 の 弾 性 率 を 演 算 す る 弾 性 率
演 算 手 段 と を 備 え た 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 シ ス テ ム は 、 動 脈 壁 の 歪 量 の う ち 加 振 器 に よ る 動
脈 の 加 振 に 応 じ た 周 波 数 の 成 分 と 、 動 脈 内 の 血 圧 値 の う ち 加 振 器 に よ る 動 脈 の 加 振 に 応 じ
た 周 波 数 の 成 分 と に 基 づ い て 動 脈 壁 の 弾 性 率 を 演 算 す る の で 、 従 来 よ り 短 時 間 で 動 脈 壁 の
弾 性 率 を 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 シ ス テ ム は 、 生 体 の 動 脈 を 加 振 す る 加 振 器 と 、 超 音 波 信 号 に
基 づ い て 前 記 動 脈 の 壁 の 弾 性 率 を 求 め る 超 音 波 診 断 装 置 と を 備 え 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 は
、 前 記 動 脈 で 反 射 し た 前 記 超 音 波 信 号 に 基 づ い て 求 め ら れ る 前 記 動 脈 の 径 の 変 化 量 の う ち
前 記 加 振 に 応 じ た 周 波 数 の 成 分 を 抽 出 す る 変 化 量 加 振 成 分 抽 出 手 段 と 、 前 記 動 脈 内 の 血 圧
値 の う ち 前 記 加 振 に 応 じ た 周 波 数 の 成 分 を 抽 出 す る 血 圧 値 加 振 成 分 抽 出 手 段 と 、 前 記 変 化
量 加 振 成 分 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ る 前 記 周 波 数 を 前 記 加 振 に 応 じ た 信 号 で あ る 加 振 信
号 及 び 前 記 変 化 量 に 基 づ い て 設 定 す る 変 化 量 抽 出 周 波 数 設 定 手 段 と 、 前 記 血 圧 値 加 振 成 分
抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ る 前 記 周 波 数 を 前 記 加 振 信 号 及 び 前 記 血 圧 値 に 基 づ い て 設 定 す
る 血 圧 値 抽 出 周 波 数 設 定 手 段 と 、 前 記 変 化 量 加 振 成 分 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ た 前 記 成
分 及 び 前 記 血 圧 値 加 振 成 分 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ た 前 記 成 分 に 基 づ い て 前 記 壁 の 弾 性
率 を 演 算 す る 弾 性 率 演 算 手 段 と を 備 え た 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 シ ス テ ム は 、 動 脈 の 径 の 変 化 量 の う ち 加 振 器 に よ
る 動 脈 の 加 振 に 応 じ た 周 波 数 の 成 分 と 、 動 脈 内 の 血 圧 値 の う ち 加 振 器 に よ る 動 脈 の 加 振 に
応 じ た 周 波 数 の 成 分 と に 基 づ い て 動 脈 壁 の 弾 性 率 を 演 算 す る の で 、 従 来 よ り 短 時 間 で 動 脈
壁 の 弾 性 率 を 求 め る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 よ り 短 時 間 で 動 脈 壁 の 弾 性 率 を 求 め る こ と が で き る 超 音 波 診 断 装 置 を 提
供 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 （ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
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　 ま ず 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 シ ス テ ム の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 シ ス テ ム １ ０ は 、 超 音 波 信
号 を 用 い て 生 体 ８ ０ 内 の 動 脈 ９ ０ の 壁 で あ る 動 脈 壁 ９ １ の 弾 性 率 （ 以 下 「 動 脈 壁 弾 性 率 」
と い う 。 ） を 求 め る 超 音 波 診 断 装 置 ２ ０ と 、 生 体 ８ ０ 内 の 最 大 血 圧 値 （ 心 臓 収 縮 期 の 血 圧
値 ） 及 び 最 小 血 圧 値 （ 心 臓 拡 張 期 の 血 圧 値 ） を 計 測 可 能 な 血 圧 計 ４ １ と 、 生 体 ８ ０ の 心 拍
の 周 期 よ り 短 い 周 期 で 動 脈 ９ ０ を 加 振 す る と と も に 加 振 に 応 じ た 信 号 で あ る 加 振 信 号 を 出
力 す る 加 振 器 ４ ２ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 超 音 波 診 断 装 置 ２ ０ は 、 超 音 波 振 動 子 ２ １ ａ を 有 し 生 体 ８ ０ の 体 表 ８ １ に 接 触 さ せ ら れ
る 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ １ と 、 超 音 波 振 動 子 ２ １ ａ を 介 し て 超 音 波 信 号 の 送 信 及 び 受 信 を 行 う
送 受 信 部 ２ ２ と 、 送 受 信 部 ２ ２ に よ っ て 送 信 さ れ る 超 音 波 信 号 を 発 生 さ せ る 送 信 信 号 発 生
部 ２ ３ と 、 送 受 信 部 ２ ２ に よ っ て 送 信 さ れ る 超 音 波 信 号 及 び 送 受 信 部 ２ ２ に よ っ て 受 信 さ
れ る 超 音 波 信 号 に 基 づ い て 動 脈 壁 ９ １ の 歪 量 （ 以 下 「 動 脈 壁 歪 量 」 と い う 。 ） を 演 算 す る
歪 量 演 算 部 ２ ４ と 、 送 受 信 部 ２ ２ に よ っ て 送 信 さ れ る 超 音 波 信 号 及 び 送 受 信 部 ２ ２ に よ っ
て 受 信 さ れ る 超 音 波 信 号 に 基 づ い て 動 脈 ９ ０ の 径 の 変 化 量 （ 以 下 「 動 脈 径 変 化 量 」 と い う
。 ） を 演 算 す る 径 変 化 量 演 算 部 ２ ５ と 、 血 圧 計 ４ １ に よ っ て 計 測 さ れ た 血 圧 値 及 び 径 変 化
量 演 算 部 ２ ５ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 径 変 化 量 に 基 づ い て 血 圧 値 を 演 算 す る 血 圧 値 演 算 部
２ ６ と 、 歪 量 演 算 部 ２ ４ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 壁 歪 量 に 対 し て 帯 域 制 限 を 行 う 帯 域 制 限
フ ィ ル タ ２ ７ と 、 血 圧 値 演 算 部 ２ ６ に よ っ て 演 算 さ れ た 血 圧 値 に 対 し て 帯 域 制 限 を 行 う 帯
域 制 限 フ ィ ル タ ２ ９ と 、 歪 量 演 算 部 ２ ４ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 壁 歪 量 、 径 変 化 量 演 算 部
２ ５ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 径 変 化 量 、 血 圧 値 演 算 部 ２ ６ に よ っ て 演 算 さ れ た 血 圧 値 及 び
加 振 器 ４ ２ に よ っ て 出 力 さ れ る 加 振 信 号 の 周 波 数 解 析 を 行 っ て 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ２ ７ 、 ２
９ の 遮 断 周 波 数 を 設 定 す る 周 波 数 解 析 部 ３ ０ と 、 動 脈 壁 弾 性 率 を 演 算 す る 弾 性 率 演 算 手 段
と し て の 弾 性 率 演 算 部 ３ １ と 、 弾 性 率 演 算 部 ３ １ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 壁 弾 性 率 を 表 示
す る 表 示 部 ３ ２ と 、 送 受 信 部 ２ ２ 、 送 信 信 号 発 生 部 ２ ３ 、 歪 量 演 算 部 ２ ４ 、 径 変 化 量 演 算
部 ２ ５ 、 血 圧 値 演 算 部 ２ ６ 、 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ２ ７ 、 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ２ ９ 、 周 波 数 解 析
部 ３ ０ 、 弾 性 率 演 算 部 ３ １ 及 び 表 示 部 ３ ２ の 動 作 を 制 御 す る 制 御 部 ３ ３ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ２ ７ 、 ２ ９ は 、 例 え ば Ｆ Ｉ Ｒ （ Ｆ ｉ ｎ ｉ ｔ ｅ 　 Ｉ ｍ ｐ ｕ ｌ ｓ ｅ 　 Ｒ ｅ
ｓ ｐ ｏ ｎ ｓ ｅ ） フ ィ ル タ 、 Ｉ Ｉ Ｒ （ Ｉ ｎ ｆ ｉ ｎ ｉ ｔ ｅ 　 Ｉ ｍ ｐ ｕ ｌ ｓ ｅ 　 Ｒ ｅ ｓ ｐ ｏ ｎ ｓ
ｅ ） フ ィ ル タ に よ っ て 、 実 現 さ れ る の が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に 、 超 音 波 診 断 シ ス テ ム １ ０ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 超 音 波 診 断 装 置 ２ ０ は 、 血 圧 計 ４ １ が 生 体 ８ ０ 内 の 血 圧 値 を 計 測 し 、 加 振 器 ４ ２ が 動 脈
９ ０ を 加 振 し て い る 状 態 で 、 以 下 の よ う に 動 作 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 制 御 部 ３ ３ は 、 送 信 信 号 発 生 部 ２ ３ に 超 音 波 信 号 を 発 生 さ せ 、 送 信 信 号 発 生 部 ２ ３ に よ
っ て 発 生 さ せ ら れ た 超 音 波 信 号 を 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ １ の 超 音 波 振 動 子 ２ １ ａ を 介 し て 送 受
信 部 ２ ２ に 送 信 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 超 音 波 振 動 子 ２ １ ａ か ら 送 信 さ れ た 超 音 波 信 号 は 、 生 体 ８ ０ 内 の 組 織 で 反 射 す る 。 制 御
部 ３ ３ は 、 生 体 ８ ０ 内 の 組 織 で 反 射 し た 超 音 波 信 号 を 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ １ の 超 音 波 振 動 子
２ １ ａ を 介 し て 送 受 信 部 ２ ２ に 受 信 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 次 い で 、 制 御 部 ３ ３ は 、 動 脈 壁 歪 量 を 演 算 す る よ う 歪 量 演 算 部 ２ ４ に 指 示 す る 。 歪 量 演
算 部 ２ ４ は 、 制 御 部 ３ ３ か ら 指 示 を 受 け る と 、 超 音 波 振 動 子 ２ １ ａ に よ っ て 送 信 さ れ る 超
音 波 信 号 の 音 響 線 ２ １ Ａ （ 図 ２ 参 照 。 ） 上 の 動 脈 壁 ９ １ の う ち 超 音 波 振 動 子 ２ １ ａ に 近 い
方 で あ る 動 脈 前 壁 ９ ２ （ 図 ２ 参 照 。 ） に 対 し て 動 脈 ９ ０ の 内 側 に 設 定 さ れ た 内 側 計 測 点 ９
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２ ａ （ 図 ２ 参 照 。 ） の 位 置 変 位 と 、 動 脈 前 壁 ９ ２ に 対 し て 動 脈 ９ ０ の 外 側 に 設 定 さ れ た 外
側 計 測 点 ９ ２ ｂ （ 図 ２ 参 照 。 ） の 位 置 変 位 と を 、 送 受 信 部 ２ ２ に よ っ て 送 信 さ れ た 超 音 波
信 号 と 、 送 受 信 部 ２ ２ に よ っ て 受 信 さ れ た 超 音 波 信 号 と に 基 づ い て 検 出 す る 。 そ し て 、 歪
量 演 算 部 ２ ４ は 、 検 出 し た 内 側 計 測 点 ９ ２ ａ の 位 置 変 位 と 、 検 出 し た 外 側 計 測 点 ９ ２ ｂ の
位 置 変 位 と の 差 を 動 脈 壁 歪 量 と し て 演 算 す る 。 こ こ で 、 歪 量 演 算 部 ２ ４ に よ っ て 演 算 さ れ
た 動 脈 壁 歪 量 は 、 加 振 器 ４ ２ に よ っ て 動 脈 ９ ０ が 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う な 周 期 で 加 振 さ れ
て い る の で 、 生 体 ８ ０ の 拍 動 に 起 因 す る 成 分 （ 以 下 「 拍 動 成 分 」 と い う 。 ） に 、 加 振 器 ４
２ に よ る 動 脈 ９ ０ の 加 振 に 応 じ た 成 分 （ 以 下 「 加 振 成 分 」 と い う 。 ） が 重 畳 さ れ て 図 ３ （
ｂ ） に 示 す よ う に な っ て い る 。 な お 、 加 振 成 分 は 、 図 ３ （ ｂ ） に お い て は 部 分 的 に し か 示
さ れ て い な い が 、 加 振 器 ４ ２ に よ っ て 動 脈 ９ ０ が 加 振 さ れ て い る 間 は 常 に 拍 動 成 分 に 重 畳
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 制 御 部 ３ ３ は 、 動 脈 径 変 化 量 を 演 算 す る よ う 径 変 化 量 演 算 部 ２ ５ に 指 示 す る 。 径
変 化 量 演 算 部 ２ ５ は 、 制 御 部 ３ ３ か ら 指 示 を 受 け る と 、 動 脈 前 壁 ９ ２ の 内 側 計 測 点 ９ ２ ａ
の 位 置 変 位 と 、 超 音 波 振 動 子 ２ １ ａ に よ っ て 送 信 さ れ る 超 音 波 信 号 の 音 響 線 ２ １ Ａ 上 の 動
脈 壁 ９ １ の う ち 超 音 波 振 動 子 ２ １ ａ か ら 遠 い 方 で あ る 動 脈 後 壁 ９ ３ （ 図 ２ 参 照 。 ） に 対 し
て 動 脈 ９ ０ の 内 側 に 設 定 さ れ た 内 側 計 測 点 ９ ３ ａ （ 図 ２ 参 照 。 ） の 位 置 変 位 と を 、 送 受 信
部 ２ ２ に よ っ て 送 信 さ れ た 超 音 波 信 号 と 、 送 受 信 部 ２ ２ に よ っ て 受 信 さ れ た 超 音 波 信 号 と
に 基 づ い て 検 出 す る 。 そ し て 、 径 変 化 量 演 算 部 ２ ５ は 、 検 出 し た 動 脈 前 壁 ９ ２ の 内 側 計 測
点 ９ ２ ａ の 位 置 変 位 と 、 検 出 し た 動 脈 後 壁 ９ ３ の 内 側 計 測 点 ９ ３ ａ の 位 置 変 位 と の 差 を 動
脈 径 変 化 量 と し て 演 算 す る 。 こ こ で 、 径 変 化 量 演 算 部 ２ ５ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 径 変 化
量 は 、 加 振 器 ４ ２ に よ っ て 動 脈 ９ ０ が 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う な 周 期 で 加 振 さ れ て い る の で
、 拍 動 成 分 に 加 振 成 分 が 重 畳 さ れ て 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に な っ て い る 。 な お 、 加 振 成 分
は 、 図 ３ （ ｃ ） に お い て は 部 分 的 に し か 示 さ れ て い な い が 、 加 振 器 ４ ２ に よ っ て 動 脈 ９ ０
が 加 振 さ れ て い る 間 は 常 に 拍 動 成 分 に 重 畳 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 い で 、 制 御 部 ３ ３ は 、 血 圧 値 を 演 算 す る よ う 血 圧 値 演 算 部 ２ ６ に 指 示 す る 。 血 圧 値 演
算 部 ２ ６ は 、 制 御 部 ３ ３ か ら 指 示 を 受 け る と 、 径 変 化 量 演 算 部 ２ ５ に よ っ て 演 算 さ れ た 動
脈 径 変 化 量 に 基 づ い て 現 時 点 で の 血 圧 値 を 演 算 す る 。 即 ち 、 血 圧 値 演 算 部 ２ ６ は 、 径 変 化
量 演 算 部 ２ ５ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 径 変 化 量 の 立 ち 上 が り を 基 準 と し て 心 拍 を 判 断 し 、
動 脈 ９ ０ の 径 の 最 大 値 及 び 最 小 値 の 差 に 対 す る 血 圧 計 ４ １ に よ っ て 計 測 さ れ た 最 大 血 圧 値
及 び 最 小 血 圧 値 の 差 （ 脈 圧 ） の 割 合 （ 以 下 「 動 脈 径 血 圧 値 変 化 割 合 」 と い う 。 ） を 何 れ か
の １ 心 拍 間 に お い て 予 め 求 め て お き 、 こ の 動 脈 径 血 圧 値 変 化 割 合 と 、 血 圧 計 ４ １ に よ っ て
予 め 計 測 さ れ て い た 血 圧 値 と 、 こ の 血 圧 値 が 血 圧 計 ４ １ に よ っ て 計 測 さ れ た 時 点 か ら 現 時
点 ま で の 動 脈 径 変 化 量 と に 基 づ い て 、 現 時 点 で の 血 圧 値 を 演 算 す る こ と が で き る 。 こ こ で
、 血 圧 値 演 算 部 ２ ６ に よ っ て 演 算 さ れ た 血 圧 値 は 、 加 振 器 ４ ２ に よ っ て 動 脈 ９ ０ が 図 ３ （
ａ ） に 示 す よ う な 周 期 で 加 振 さ れ て い る の で 、 歪 量 演 算 部 ２ ４ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 壁
歪 量 や 径 変 化 量 演 算 部 ２ ５ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 径 変 化 量 と 同 様 に 、 拍 動 成 分 に 加 振 成
分 が 重 畳 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 次 い で 、 制 御 部 ３ ３ は 、 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ２ ７ 、 ２ ９ の 遮 断 周 波 数 を 設 定 す る よ う 周 波
数 解 析 部 ３ ０ に 指 示 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 周 波 数 解 析 部 ３ ０ は 、 制 御 部 ３ ３ か ら 指 示 を 受 け る と 、 加 振 器 ４ ２ に よ っ て 出 力 さ れ る
加 振 信 号 の 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う な 周 波 数 ス ペ ク ト ル の ピ ー ク か ら 加 振 信 号 の 中 心 周 波 数
を 求 め 、 求 め た 加 振 信 号 の 中 心 周 波 数 と 、 加 振 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 半 値 と に 基 づ い
て 、 中 心 周 波 数 よ り 低 域 側 の 遮 断 帯 域 幅 と 、 中 心 周 波 数 よ り 高 域 側 の 遮 断 帯 域 幅 と を 求 め
る 。 ま た 、 周 波 数 解 析 部 ３ ０ は 、 歪 量 演 算 部 ２ ４ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 壁 歪 量 の 図 ４ （
ｂ ） に 実 線 で 示 す よ う な 周 波 数 ス ペ ク ト ル の ピ ー ク か ら 動 脈 壁 歪 量 の 中 心 周 波 数 を 求 め 、
求 め た 動 脈 壁 歪 量 の 中 心 周 波 数 と 、 上 述 し た 低 域 側 の 遮 断 帯 域 幅 と に 基 づ い て 、 動 脈 壁 歪
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量 の 低 域 側 遮 断 周 波 数 を 求 め る と と も に 、 動 脈 壁 歪 量 の 中 心 周 波 数 と 、 上 述 し た 高 域 側 の
遮 断 帯 域 幅 と に 基 づ い て 、 動 脈 壁 歪 量 の 高 域 側 遮 断 周 波 数 を 求 め る 。 そ し て 、 周 波 数 解 析
部 ３ ０ は 、 求 め た 動 脈 壁 歪 量 の 低 域 側 遮 断 周 波 数 及 び 高 域 側 遮 断 周 波 数 を 帯 域 制 限 フ ィ ル
タ ２ ７ の 遮 断 周 波 数 と し て 設 定 す る 。 即 ち 、 周 波 数 解 析 部 ３ ０ は 、 歪 量 抽 出 周 波 数 設 定 手
段 を 構 成 し て い る 。 な お 、 図 ４ （ ｂ ） に 破 線 で 示 す 周 波 数 ス ペ ク ト ル は 、 加 振 器 ４ ２ に よ
っ て 動 脈 ９ ０ が 加 振 さ れ て い な い と き の 動 脈 壁 歪 量 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル 、 即 ち 、 動 脈 壁 歪
量 の う ち 拍 動 成 分 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 周 波 数 解 析 部 ３ ０ は 、 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ２ ７ の 遮 断 周 波 数 の 設 定 と 同 様 に 、 加 振
器 ４ ２ に よ っ て 出 力 さ れ る 加 振 信 号 と 、 血 圧 値 演 算 部 ２ ６ に よ っ て 演 算 さ れ た 血 圧 値 と に
基 づ い て 求 め た 血 圧 値 の 低 域 側 遮 断 周 波 数 及 び 高 域 側 遮 断 周 波 数 を 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ２ ９
の 遮 断 周 波 数 と し て 設 定 す る 。 即 ち 、 周 波 数 解 析 部 ３ ０ は 、 血 圧 値 抽 出 周 波 数 設 定 手 段 を
構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 次 い で 、 制 御 部 ３ ３ は 、 帯 域 制 限 を 行 う よ う 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ２ ７ 、 ２ ９ に 指 示 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ２ ７ は 、 制 御 部 ３ ３ か ら 指 示 を 受 け る と 、 歪 量 演 算 部 ２ ４ に よ っ て 演
算 さ れ た 動 脈 壁 歪 量 に 対 し て 、 周 波 数 解 析 部 ３ ０ に よ っ て 設 定 さ れ た 低 域 側 遮 断 周 波 数 以
下 の 周 波 数 成 分 と 、 周 波 数 解 析 部 ３ ０ に よ っ て 設 定 さ れ た 高 域 側 遮 断 周 波 数 以 上 の 周 波 数
成 分 と を 遮 断 す る 。 し た が っ て 、 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ２ ７ は 、 例 え ば 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う
に 拍 動 成 分 に 加 振 成 分 が 重 畳 さ れ た 動 脈 壁 歪 量 か ら 、 拍 動 成 分 を ほ ぼ 除 去 し て 、 図 ３ （ ｄ
） に 示 す よ う に ほ ぼ 加 振 成 分 の み を 抽 出 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ２ ７
は 、 歪 量 加 振 成 分 抽 出 手 段 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ２ ９ は 、 制 御 部 ３ ３ か ら 指 示 を 受 け る と 、 血 圧 値 演 算 部 ２ ６ に
よ っ て 演 算 さ れ た 血 圧 値 に 対 し て 、 周 波 数 解 析 部 ３ ０ に よ っ て 設 定 さ れ た 低 域 側 遮 断 周 波
数 以 下 の 周 波 数 成 分 と 、 周 波 数 解 析 部 ３ ０ に よ っ て 設 定 さ れ た 高 域 側 遮 断 周 波 数 以 上 の 周
波 数 成 分 と を 遮 断 す る 。 し た が っ て 、 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ２ ９ は 、 拍 動 成 分 に 加 振 成 分 が 重
畳 さ れ た 血 圧 値 か ら 、 拍 動 成 分 を 除 去 し て 、 ほ ぼ 加 振 成 分 の み を 抽 出 す る こ と が で き る 。
即 ち 、 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ２ ９ は 、 血 圧 値 加 振 成 分 抽 出 手 段 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 次 い で 、 制 御 部 ３ ３ は 、 動 脈 壁 弾 性 率 を 演 算 す る よ う 弾 性 率 演 算 部 ３ １ に 指 示 す る 。 弾
性 率 演 算 部 ３ １ は 、 制 御 部 ３ ３ か ら 指 示 を 受 け る と 、 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ２ ７ に よ っ て 帯 域
制 限 を 行 っ た 動 脈 壁 歪 量 と 、 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ２ ９ に よ っ て 帯 域 制 限 を 行 っ た 血 圧 値 と に
基 づ い て 、 動 脈 壁 弾 性 率 を 演 算 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 次 い で 、 制 御 部 ３ ３ は 、 動 脈 壁 弾 性 率 を 表 示 す る よ う 表 示 部 ３ ２ に 指 示 す る 。 表 示 部 ３
２ は 、 制 御 部 ３ ３ か ら 指 示 を 受 け る と 、 弾 性 率 演 算 部 ３ １ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 壁 弾 性
率 を 表 示 す る 。 こ こ で 、 表 示 部 ３ ２ は 、 一 般 的 な 超 音 波 診 断 装 置 の 基 本 機 能 で あ る Ｂ モ ー
ド 断 層 画 像 上 に 動 脈 壁 弾 性 率 を 重 ね て 表 示 し て も 良 い 。 ま た 、 表 示 部 ３ ２ は 、 周 波 数 解 析
部 ３ ０ で 得 た 周 波 数 ス ペ ク ト ル や 、 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ２ ７ 、 ２ ９ の 制 御 情 報 等 を 制 御 部 ３
３ を 介 し て 表 示 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 以 上 に 説 明 し た よ う に 、 超 音 波 診 断 装 置 ２ ０ は 、 動 脈 壁 歪 量 の う ち 加 振 器 ４ ２ に よ る 動
脈 ９ ０ の 加 振 に 応 じ た 周 波 数 の 成 分 と 、 動 脈 ９ ０ 内 の 血 圧 値 の う ち 加 振 器 ４ ２ に よ る 動 脈
９ ０ の 加 振 に 応 じ た 周 波 数 の 成 分 と に 基 づ い て 動 脈 壁 ９ １ の 動 脈 壁 弾 性 率 を 演 算 す る の で
、 従 来 よ り 短 時 間 で 動 脈 壁 ９ １ の 弾 性 率 を 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 な お 、 歪 量 演 算 部 ２ ４ は 、 検 出 し た 内 側 計 測 点 ９ ２ ａ の 位 置 変 位 と 、 検 出 し た 外 側 計 測
点 ９ ２ ｂ の 位 置 変 位 と の 差 を 動 脈 壁 歪 量 と し て 演 算 す る よ う に な っ て い る が 、 他 の 方 法 に
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よ っ て 動 脈 壁 歪 量 を 演 算 す る よ う に な っ て い て も 良 い 。 例 え ば 、 歪 量 演 算 部 ２ ４ は 、 動 脈
前 壁 ９ ２ の 内 側 計 測 点 ９ ２ ａ と 、 外 側 計 測 点 ９ ２ ｂ と の 間 に 複 数 の 計 測 点 を 更 に 設 定 し 、
動 脈 前 壁 ９ ２ の 歪 量 を 層 状 に 演 算 す る よ う に な っ て い て も 良 い 。 ま た 、 歪 量 演 算 部 ２ ４ は
、 内 側 計 測 点 ９ ２ ａ の 運 動 速 度 と 、 外 側 計 測 点 ９ ２ ｂ の 運 動 速 度 と を 、 送 受 信 部 ２ ２ に よ
っ て 送 信 さ れ た 超 音 波 信 号 と 、 送 受 信 部 ２ ２ に よ っ て 受 信 さ れ た 超 音 波 信 号 と に 基 づ い て
検 出 し 、 検 出 し た 内 側 計 測 点 ９ ２ ａ の 運 動 速 度 と 、 検 出 し た 外 側 計 測 点 ９ ２ ｂ の 運 動 速 度
と の 差 の 時 間 積 分 を 動 脈 壁 歪 量 と し て 演 算 す る よ う に な っ て い て も 良 い 。 こ こ で 、 生 体 ８
０ 内 の 各 計 測 点 の 運 動 速 度 の 検 出 手 法 と し て は 、 Ｆ Ｆ Ｔ （ Ｆ ａ ｓ ｔ 　 Ｆ ｏ ｕ ｒ ｉ ｅ ｒ 　 Ｔ
ｒ ａ ｎ ｓ ｆ ｏ ｒ ｍ ） ド プ ラ 法 、 自 己 相 関 法 等 、 一 般 的 に 用 い ら れ て い る 何 れ の 手 法 が 用 い
ら れ て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 径 変 化 量 演 算 部 ２ ５ は 、 検 出 し た 動 脈 前 壁 ９ ２ の 内 側 計 測 点 ９ ２ ａ の 位 置 変 位 と
、 検 出 し た 動 脈 後 壁 ９ ３ の 内 側 計 測 点 ９ ３ ａ の 位 置 変 位 と の 差 を 動 脈 径 変 化 量 と し て 演 算
す る よ う に な っ て い る が 、 他 の 方 法 に よ っ て 動 脈 径 変 化 量 を 演 算 す る よ う に な っ て い て も
良 い 。 例 え ば 、 径 変 化 量 演 算 部 ２ ５ は 、 動 脈 前 壁 ９ ２ の 内 側 計 測 点 ９ ２ ａ の 運 動 速 度 と 、
動 脈 後 壁 ９ ３ の 内 側 計 測 点 ９ ３ ａ の 運 動 速 度 と を 、 送 受 信 部 ２ ２ に よ っ て 送 信 さ れ た 超 音
波 信 号 と 、 送 受 信 部 ２ ２ に よ っ て 受 信 さ れ た 超 音 波 信 号 と に 基 づ い て 検 出 し 、 検 出 し た 動
脈 前 壁 ９ ２ の 内 側 計 測 点 ９ ２ ａ の 運 動 速 度 と 、 検 出 し た 動 脈 後 壁 ９ ３ の 内 側 計 測 点 ９ ３ ａ
の 運 動 速 度 と の 差 の 時 間 積 分 を 動 脈 径 変 化 量 と し て 演 算 す る よ う に な っ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 径 変 化 量 演 算 部 ２ ５ は 、 動 脈 ９ ０ の 内 径 の 変 化 量 を 動 脈 径 変 化 量 と し て 演 算 し て
い る が 、 動 脈 ９ ０ の 外 径 の 変 化 量 を 動 脈 径 変 化 量 と し て 演 算 す る よ う に な っ て い て も 良 い
。 例 え ば 、 径 変 化 量 演 算 部 ２ ５ は 、 動 脈 前 壁 ９ ２ の 外 側 計 測 点 ９ ２ ｂ の 位 置 変 位 と 、 超 音
波 振 動 子 ２ １ ａ に よ っ て 送 信 さ れ る 超 音 波 信 号 の 音 響 線 ２ １ Ａ 上 の 動 脈 壁 ９ １ の う ち 超 音
波 振 動 子 ２ １ ａ か ら 遠 い 方 で あ る 動 脈 後 壁 ９ ３ に 対 し て 動 脈 ９ ０ の 外 側 に 設 定 さ れ た 外 側
計 測 点 ９ ３ ｂ （ 図 ２ 参 照 。 ） の 位 置 変 位 と を 、 送 受 信 部 ２ ２ に よ っ て 送 信 さ れ た 超 音 波 信
号 と 、 送 受 信 部 ２ ２ に よ っ て 受 信 さ れ た 超 音 波 信 号 と に 基 づ い て 検 出 し 、 検 出 し た 動 脈 前
壁 ９ ２ の 外 側 計 測 点 ９ ２ ｂ の 位 置 変 位 と 、 検 出 し た 動 脈 後 壁 ９ ３ の 外 側 計 測 点 ９ ３ ｂ の 位
置 変 位 と の 差 を 動 脈 ９ ０ の 外 径 の 変 化 量 と し て 演 算 す る よ う に な っ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 血 圧 値 演 算 部 ２ ６ は 、 径 変 化 量 演 算 部 ２ ５ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 径 変 化 量 の 立
ち 上 が り を 基 準 と し て 心 拍 を 判 断 す る よ う に な っ て い る が 、 他 の 方 法 に よ っ て 心 拍 を 判 断
す る よ う に な っ て い て も 良 い 。 例 え ば 、 血 圧 値 演 算 部 ２ ６ は 、 超 音 波 診 断 装 置 に 一 般 的 に
具 備 さ れ て い る 心 電 波 形 計 測 機 能 に よ っ て 計 測 さ れ た 心 電 波 形 の Ｐ 波 、 Ｑ 波 、 Ｒ 波 、 Ｓ 波
、 Ｔ 波 、 Ｕ 波 （ 図 ５ 参 照 。 ） の 何 れ か を 基 準 と し て 心 拍 を 判 断 す る よ う に な っ て い て も 良
い 。 ま た 、 血 圧 値 演 算 部 ２ ６ は 、 心 音 波 形 を 基 準 と し て 心 拍 を 判 断 す る よ う に な っ て い て
も 良 い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 周 波 数 解 析 部 ３ ０ は 、 歪 量 演 算 部 ２ ４ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 壁 歪 量 、 径 変 化 量
演 算 部 ２ ５ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 径 変 化 量 、 血 圧 値 演 算 部 ２ ６ に よ っ て 演 算 さ れ た 血 圧
値 の そ れ ぞ れ に 対 し て 加 振 器 ４ ２ に よ る 加 振 の 再 現 性 を 周 波 数 毎 に 取 得 す る 再 現 性 取 得 手
段 と し て も 機 能 す る よ う に な っ て い て も 良 い 。 超 音 波 診 断 装 置 ２ ０ は 、 周 波 数 解 析 部 ３ ０
が 再 現 性 取 得 手 段 と し て も 機 能 す る 場 合 、 歪 量 演 算 部 ２ ４ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 壁 歪 量
、 径 変 化 量 演 算 部 ２ ５ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 径 変 化 量 、 血 圧 値 演 算 部 ２ ６ に よ っ て 演 算
さ れ た 血 圧 値 の そ れ ぞ れ に 対 し て 、 加 振 器 ４ ２ に よ る 動 脈 ９ ０ の 加 振 が 安 定 し て 再 現 さ れ
て い る か 否 か を 周 波 数 毎 に 評 価 す る こ と が 可 能 に な る 。 な お 、 周 波 数 毎 の 再 現 性 を 求 め る
手 法 と し て 、 再 現 性 評 価 関 数 を 用 い る 手 法 が 一 般 的 に 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 周 波 数 解 析 部 ３ ０ は 、 歪 量 演 算 部 ２ ４ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 壁 歪 量 、 径 変 化 量
演 算 部 ２ ５ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 径 変 化 量 、 血 圧 値 演 算 部 ２ ６ に よ っ て 演 算 さ れ た 血 圧

10

20

30

40

50

(10) JP 2006-304965 A 2006.11.9



値 の そ れ ぞ れ と 、 加 振 器 ４ ２ に よ る 加 振 と の 相 関 性 を 周 波 数 毎 に 取 得 す る 相 関 性 取 得 手 段
と し て も 機 能 す る よ う に な っ て い て も 良 い 。 超 音 波 診 断 装 置 ２ ０ は 、 周 波 数 解 析 部 ３ ０ が
相 関 性 取 得 手 段 と し て も 機 能 す る 場 合 、 歪 量 演 算 部 ２ ４ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 壁 歪 量 、
径 変 化 量 演 算 部 ２ ５ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 径 変 化 量 、 血 圧 値 演 算 部 ２ ６ に よ っ て 演 算 さ
れ た 血 圧 値 の そ れ ぞ れ に 対 し て 、 加 振 器 ４ ２ に よ る 動 脈 ９ ０ の 加 振 が 影 響 し て い る 度 合 い
を 周 波 数 毎 に 評 価 す る こ と が 可 能 に な る 。 な お 、 周 波 数 毎 の 相 関 性 を 求 め る 手 法 と し て 、
コ ヒ ー レ ン ス 関 数 を 用 い る 手 法 が 一 般 的 に 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 周 波 数 解 析 部 ３ ０ は 、 歪 量 演 算 部 ２ ４ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 壁 歪 量 、 径 変 化 量
演 算 部 ２ ５ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 径 変 化 量 、 血 圧 値 演 算 部 ２ ６ に よ っ て 演 算 さ れ た 血 圧
値 の そ れ ぞ れ と 、 加 振 器 ４ ２ に よ る 加 振 と の 間 の 伝 達 関 数 を 取 得 す る 伝 達 関 数 取 得 手 段 と
し て も 機 能 す る よ う に な っ て い て も 良 い 。 超 音 波 診 断 装 置 ２ ０ は 、 周 波 数 解 析 部 ３ ０ が 伝
達 関 数 取 得 手 段 と し て も 機 能 す る 場 合 、 歪 量 演 算 部 ２ ４ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 壁 歪 量 、
径 変 化 量 演 算 部 ２ ５ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 径 変 化 量 、 血 圧 値 演 算 部 ２ ６ に よ っ て 演 算 さ
れ た 血 圧 値 の そ れ ぞ れ に 対 し て 、 加 振 器 ４ ２ に よ る 動 脈 ９ ０ の 加 振 が 伝 達 す る 状 態 を 伝 達
関 数 の 振 幅 特 性 及 び 位 相 特 性 に 基 づ い て 評 価 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ま た 、 周 波 数 解 析 部 ３ ０ は 、 周 波 数 ス ペ ク ト ル の 半 値 幅 に よ っ て 遮 断 帯 域 幅 を 設 定 す る
よ う に な っ て い る が 、 他 の 手 法 に よ っ て 遮 断 帯 域 幅 を 設 定 す る よ う に な っ て い て も 良 い 。
例 え ば 、 周 波 数 解 析 部 ３ ０ は 、 遮 断 帯 域 幅 を 任 意 に 設 定 す る よ う に な っ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま た 、 弾 性 率 演 算 部 ３ １ は 、 複 数 回 の 演 算 に よ っ て 求 め た 複 数 の 動 脈 壁 弾 性 率 を 加 算 平
均 す る よ う に な っ て い て も 良 い 。 弾 性 率 演 算 部 ３ １ は 、 複 数 回 の 演 算 に よ っ て 求 め た 複 数
の 動 脈 壁 弾 性 率 を 加 算 平 均 す る よ う に な っ て い る 場 合 、 歪 量 演 算 部 ２ ４ に よ っ て 演 算 さ れ
た 動 脈 壁 歪 量 と 、 血 圧 値 演 算 部 ２ ６ に よ っ て 演 算 さ れ た 血 圧 値 と の 少 な く と も 一 方 の Ｓ Ｎ
比 が 低 い 場 合 で あ っ て も 、 ノ イ ズ の 影 響 を 抑 制 し た 動 脈 壁 弾 性 率 を 求 め る こ と が で き る 。
例 え ば 、 弾 性 率 演 算 部 ３ １ は 、 生 体 ８ ０ の 心 拍 毎 に 演 算 し た 複 数 の 動 脈 壁 弾 性 率 を 加 算 平
均 す る こ と に よ っ て 、 生 体 ８ ０ の 各 心 拍 間 で 再 現 性 の な い ノ イ ズ 成 分 を 除 去 し た 動 脈 壁 弾
性 率 を 求 め る こ と が で き る 。 ま た 、 弾 性 率 演 算 部 ３ １ は 、 加 振 器 ４ ２ に よ る 加 振 毎 に 演 算
し た 複 数 の 動 脈 壁 弾 性 率 を 加 算 平 均 す る こ と に よ っ て 、 加 振 器 ４ ２ に よ る 各 加 振 間 で 再 現
性 の な い ノ イ ズ 成 分 を 除 去 し た 動 脈 壁 弾 性 率 を 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 弾 性 率 演 算 部 ３ １ は 、 歪 量 演 算 部 ２ ４ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 壁 歪 量 の う ち 帯 域
制 限 フ ィ ル タ ２ ７ に よ っ て 抽 出 さ れ た 成 分 の 複 数 回 分 の 加 算 平 均 に 基 づ い て 動 脈 壁 弾 性 率
を 演 算 す る よ う に な っ て い て も 良 い 。 弾 性 率 演 算 部 ３ １ は 、 歪 量 演 算 部 ２ ４ に よ っ て 演 算
さ れ た 動 脈 壁 歪 量 の う ち 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ２ ７ に よ っ て 抽 出 さ れ た 成 分 の 複 数 回 分 の 加 算
平 均 に 基 づ い て 動 脈 壁 弾 性 率 を 演 算 す る よ う に な っ て い る 場 合 、 歪 量 演 算 部 ２ ４ に よ っ て
演 算 さ れ た 動 脈 壁 歪 量 の Ｓ Ｎ 比 が 低 い 場 合 で あ っ て も 、 ノ イ ズ の 影 響 を 抑 制 し た 動 脈 壁 弾
性 率 を 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 弾 性 率 演 算 部 ３ １ は 、 生 体 ８ ０ の １ 心 拍 内 の 各 心 周 期 （ 即 ち 、 充 満 期 、 緊 張 期 、
駆 出 期 及 び 弛 緩 期 ） に お け る 動 脈 壁 弾 性 率 を 演 算 す る よ う に な っ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 （ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
　 ま ず 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 シ ス テ ム の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 シ ス テ ム の 構 成 の う ち 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超
音 波 診 断 シ ス テ ム １ ０ （ 図 １ 参 照 。 ） の 構 成 と 同 様 な 構 成 に つ い て は 、 超 音 波 診 断 シ ス テ
ム １ ０ の 構 成 と 同 一 の 符 号 を 付 し て 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
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　 図 ６ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 シ ス テ ム ５ ０ の 構 成 は 、 超 音 波 信 号
を 用 い て 動 脈 壁 弾 性 率 を 求 め る 超 音 波 診 断 装 置 ６ ０ を 超 音 波 診 断 装 置 ２ ０ （ 図 １ 参 照 。 ）
に 代 え て 超 音 波 診 断 シ ス テ ム １ ０ が 備 え た 構 成 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 超 音 波 診 断 装 置 ６ ０ の 構 成 は 、 径 変 化 量 演 算 部 ２ ５ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 径 変 化 量 に
対 し て 帯 域 制 限 を 行 う 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ６ １ を 歪 量 演 算 部 ２ ４ （ 図 １ 参 照 。 ） 及 び 帯 域 制
限 フ ィ ル タ ２ ７ （ 図 １ 参 照 。 ） に 代 え て 超 音 波 診 断 装 置 ２ ０ が 備 え た 構 成 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ６ １ は 、 例 え ば Ｆ Ｉ Ｒ フ ィ ル タ 、 Ｉ Ｉ Ｒ フ ィ ル タ に よ っ て 、 実 現 さ れ
る の が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 次 に 、 超 音 波 診 断 シ ス テ ム ５ ０ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 超 音 波 診 断 装 置 ６ ０ は 、 血 圧 計 ４ １ が 生 体 ８ ０ 内 の 血 圧 値 を 計 測 し 、 加 振 器 ４ ２ が 動 脈
９ ０ を 加 振 し て い る 状 態 で 、 以 下 の よ う に 動 作 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 制 御 部 ３ ３ は 、 送 信 信 号 発 生 部 ２ ３ に 超 音 波 信 号 を 発 生 さ せ 、 送 信 信 号 発 生 部 ２ ３ に よ
っ て 発 生 さ せ ら れ た 超 音 波 信 号 を 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ １ の 超 音 波 振 動 子 ２ １ ａ を 介 し て 送 受
信 部 ２ ２ に 送 信 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 超 音 波 振 動 子 ２ １ ａ か ら 送 信 さ れ た 超 音 波 信 号 は 、 生 体 ８ ０ 内 の 組 織 で 反 射 す る 。 制 御
部 ３ ３ は 、 生 体 ８ ０ 内 の 組 織 で 反 射 し た 超 音 波 信 号 を 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ １ の 超 音 波 振 動 子
２ １ ａ を 介 し て 送 受 信 部 ２ ２ に 受 信 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 次 い で 、 制 御 部 ３ ３ は 、 動 脈 径 変 化 量 を 演 算 す る よ う 径 変 化 量 演 算 部 ２ ５ に 指 示 す る 。
径 変 化 量 演 算 部 ２ ５ は 、 制 御 部 ３ ３ か ら 指 示 を 受 け る と 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 動
脈 径 変 化 量 を 演 算 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 次 い で 、 制 御 部 ３ ３ は 、 血 圧 値 を 演 算 す る よ う 血 圧 値 演 算 部 ２ ６ に 指 示 す る 。 血 圧 値 演
算 部 ２ ６ は 、 制 御 部 ３ ３ か ら 指 示 を 受 け る と 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 血 圧 値 を 演 算
す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 次 い で 、 制 御 部 ３ ３ は 、 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ２ ９ 、 ６ １ の 遮 断 周 波 数 を 設 定 す る よ う 周 波
数 解 析 部 ３ ０ に 指 示 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 周 波 数 解 析 部 ３ ０ は 、 制 御 部 ３ ３ か ら 指 示 を 受 け る と 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 血
圧 値 の 低 域 側 遮 断 周 波 数 及 び 高 域 側 遮 断 周 波 数 を 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ２ ９ の 遮 断 周 波 数 と し
て 設 定 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ま た 、 周 波 数 解 析 部 ３ ０ は 、 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ２ ９ の 遮 断 周 波 数 の 設 定 と 同 様 に 、 加 振
器 ４ ２ に よ っ て 出 力 さ れ る 加 振 信 号 と 、 径 変 化 量 演 算 部 ２ ５ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 径 変
化 量 と に 基 づ い て 求 め た 動 脈 径 変 化 量 の 低 域 側 遮 断 周 波 数 及 び 高 域 側 遮 断 周 波 数 を 帯 域 制
限 フ ィ ル タ ６ １ の 遮 断 周 波 数 と し て 設 定 す る 。 即 ち 、 周 波 数 解 析 部 ３ ０ は 、 変 化 量 抽 出 周
波 数 設 定 手 段 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 次 い で 、 制 御 部 ３ ３ は 、 帯 域 制 限 を 行 う よ う 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ２ ９ 、 ６ １ に 指 示 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ２ ９ は 、 制 御 部 ３ ３ か ら 指 示 を 受 け る と 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に
、 血 圧 値 演 算 部 ２ ６ に よ っ て 演 算 さ れ た 血 圧 値 に 対 し て 、 周 波 数 解 析 部 ３ ０ に よ っ て 設 定
さ れ た 低 域 側 遮 断 周 波 数 以 下 の 周 波 数 成 分 と 、 周 波 数 解 析 部 ３ ０ に よ っ て 設 定 さ れ た 高 域
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側 遮 断 周 波 数 以 上 の 周 波 数 成 分 と を 遮 断 す る 。 し た が っ て 、 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ２ ９ は 、 拍
動 成 分 に 加 振 成 分 が 重 畳 さ れ た 血 圧 値 か ら 、 拍 動 成 分 を 除 去 し て 、 ほ ぼ 加 振 成 分 の み を 抽
出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ま た 、 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ６ １ は 、 制 御 部 ３ ３ か ら 指 示 を 受 け る と 、 径 変 化 量 演 算 部 ２ ５
に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 径 変 化 量 に 対 し て 、 周 波 数 解 析 部 ３ ０ に よ っ て 設 定 さ れ た 低 域 側
遮 断 周 波 数 以 下 の 周 波 数 成 分 と 、 周 波 数 解 析 部 ３ ０ に よ っ て 設 定 さ れ た 高 域 側 遮 断 周 波 数
以 上 の 周 波 数 成 分 と を 遮 断 す る 。 し た が っ て 、 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ６ １ は 、 例 え ば 図 ３ （ ｃ
） に 示 す よ う に 拍 動 成 分 に 加 振 成 分 が 重 畳 さ れ た 動 脈 径 変 化 量 か ら 、 拍 動 成 分 を ほ ぼ 除 去
し て 、 ほ ぼ 加 振 成 分 の み を 抽 出 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ６ １ は 、 変 化
量 加 振 成 分 抽 出 手 段 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 次 い で 、 制 御 部 ３ ３ は 、 動 脈 壁 弾 性 率 を 演 算 す る よ う 弾 性 率 演 算 部 ３ １ に 指 示 す る 。 弾
性 率 演 算 部 ３ １ は 、 制 御 部 ３ ３ か ら 指 示 を 受 け る と 、 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ６ １ に よ っ て 帯 域
制 限 を 行 っ た 動 脈 径 変 化 量 と 、 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ２ ９ に よ っ て 帯 域 制 限 を 行 っ た 血 圧 値 と
に 基 づ い て 、 動 脈 壁 弾 性 率 を 演 算 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 次 い で 、 制 御 部 ３ ３ は 、 動 脈 壁 弾 性 率 を 表 示 す る よ う 表 示 部 ３ ２ に 指 示 す る 。 表 示 部 ３
２ は 、 制 御 部 ３ ３ か ら 指 示 を 受 け る と 、 弾 性 率 演 算 部 ３ １ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 壁 弾 性
率 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 以 上 に 説 明 し た よ う に 、 超 音 波 診 断 装 置 ６ ０ は 、 動 脈 径 変 化 量 の う ち 加 振 器 ４ ２ に よ る
動 脈 ９ ０ の 加 振 に 応 じ た 周 波 数 の 成 分 と 、 動 脈 ９ ０ 内 の 血 圧 値 の う ち 加 振 器 ４ ２ に よ る 動
脈 ９ ０ の 加 振 に 応 じ た 周 波 数 の 成 分 と に 基 づ い て 動 脈 壁 ９ １ の 動 脈 壁 弾 性 率 を 演 算 す る の
で 、 従 来 よ り 短 時 間 で 動 脈 壁 ９ １ の 弾 性 率 を 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 な お 、 弾 性 率 演 算 部 ３ １ は 、 径 変 化 量 演 算 部 ２ ５ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 径 変 化 量 の う
ち 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ６ １ に よ っ て 抽 出 さ れ た 成 分 の 複 数 回 分 の 加 算 平 均 に 基 づ い て 動 脈 壁
弾 性 率 を 演 算 す る よ う に な っ て い て も 良 い 。 弾 性 率 演 算 部 ３ １ は 、 径 変 化 量 演 算 部 ２ ５ に
よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 径 変 化 量 の う ち 帯 域 制 限 フ ィ ル タ ６ １ に よ っ て 抽 出 さ れ た 成 分 の 複
数 回 分 の 加 算 平 均 に 基 づ い て 動 脈 壁 弾 性 率 を 演 算 す る よ う に な っ て い る 場 合 、 径 変 化 量 演
算 部 ２ ５ に よ っ て 演 算 さ れ た 動 脈 径 変 化 量 の Ｓ Ｎ 比 が 低 い 場 合 で あ っ て も 、 ノ イ ズ の 影 響
を 抑 制 し た 動 脈 壁 弾 性 率 を 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 （ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ）
　 ま ず 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 シ ス テ ム の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 シ ス テ ム の 構 成 の う ち 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超
音 波 診 断 シ ス テ ム １ ０ （ 図 １ 参 照 。 ） や 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 シ ス テ ム ５
０ （ 図 ６ 参 照 。 ） の 構 成 と 同 様 な 構 成 に つ い て は 、 超 音 波 診 断 シ ス テ ム １ ０ や 、 超 音 波 診
断 シ ス テ ム ５ ０ の 構 成 と 同 一 の 符 号 を 付 し て 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 本 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 シ ス テ ム の 構 成 は 、 超 音 波 信 号 を 用 い て 動 脈 壁 弾 性 率 を
求 め る 超 音 波 診 断 装 置 を 、 超 音 波 診 断 装 置 ２ ０ （ 図 １ 参 照 。 ） に 代 え て 超 音 波 診 断 シ ス テ
ム １ ０ が 備 え た 構 成 や 、 超 音 波 診 断 装 置 ６ ０ （ 図 ６ 参 照 。 ） に 代 え て 超 音 波 診 断 シ ス テ ム
５ ０ が 備 え た 構 成 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 本 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 構 成 は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子
１ ２ １ ａ を 有 し 生 体 ８ ０ の 体 表 ８ １ に 接 触 さ せ ら れ る 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ １ を 超 音 波 プ ロ
ー ブ ２ １ （ 図 ２ 参 照 。 ） に 代 え て 超 音 波 診 断 装 置 ２ ０ や 、 超 音 波 診 断 装 置 ６ ０ が 備 え た 構
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成 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 シ ス テ ム の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 シ ス テ ム は 、 以 下 の 動 作 を 除 い て 、 第 １ の 実 施 の
形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 シ ス テ ム １ ０ （ 図 １ 参 照 。 ） や 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診
断 シ ス テ ム ５ ０ （ 図 ６ 参 照 。 ） と 同 様 に 動 作 す る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ １ は 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 １ ２ １ ａ が 動 脈 ９ ０ の 延 在 方 向 に 配 列 さ
れ る よ う に 、 生 体 ８ ０ の 体 表 ８ １ に 接 触 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 送 受 信 部 ２ ２ は 、 送 信 信 号 発 生 部 ２ ３ に よ っ て 発 生 さ せ ら れ た 超 音 波 信 号 が 動 脈 ９ ０ の
延 在 方 向 に 走 査 す る よ う に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ １ の 複 数 の 超 音 波 振 動 子 １ ２ １ ａ を 介 し
て 超 音 波 信 号 を 送 信 し 、 生 体 ８ ０ 内 の 組 織 で 反 射 し た 超 音 波 信 号 を 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ １
の 複 数 の 超 音 波 振 動 子 １ ２ １ ａ を 介 し て 受 信 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 径 変 化 量 演 算 部 ２ ５ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 や 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 動 脈 ９ ０ の
う ち 超 音 波 振 動 子 １ ２ １ ａ に よ っ て 送 信 さ れ る 超 音 波 信 号 の 音 響 線 １ ２ １ Ａ 上 の 箇 所 の 動
脈 径 変 化 量 を 、 送 受 信 部 ２ ２ に よ っ て 送 信 さ れ た 超 音 波 信 号 と 、 送 受 信 部 ２ ２ に よ っ て 受
信 さ れ た 超 音 波 信 号 と に 基 づ い て 演 算 す る 。 即 ち 、 径 変 化 量 演 算 部 ２ ５ は 、 複 数 の 超 音 波
振 動 子 １ ２ １ ａ の そ れ ぞ れ に 対 応 す る 動 脈 ９ ０ の 延 在 方 向 の 複 数 箇 所 の 動 脈 径 変 化 量 を 演
算 す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 ま た 、 血 圧 値 演 算 部 ２ ６ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 や 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 動 脈 ９
０ の う ち 超 音 波 振 動 子 １ ２ １ ａ に よ っ て 送 信 さ れ る 超 音 波 信 号 の 音 響 線 １ ２ １ Ａ 上 の 箇 所
の 動 脈 径 血 圧 値 変 化 割 合 を 求 め る 。 即 ち 、 血 圧 値 演 算 部 ２ ６ は 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 １ ２
１ ａ の そ れ ぞ れ に 対 応 す る 動 脈 ９ ０ の 延 在 方 向 の 複 数 箇 所 の 動 脈 径 血 圧 値 変 化 割 合 を 求 め
る 。 そ し て 、 血 圧 値 演 算 部 ２ ６ は 、 複 数 箇 所 の 動 脈 径 血 圧 値 変 化 割 合 の 平 均 値 と 、 血 圧 計
４ １ に よ っ て 予 め 計 測 さ れ て い た 血 圧 値 と 、 こ の 血 圧 値 が 血 圧 計 ４ １ に よ っ て 計 測 さ れ た
時 点 か ら 現 時 点 ま で の 動 脈 径 変 化 量 と に 基 づ い て 、 現 時 点 で の 血 圧 値 を 演 算 す る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 以 上 に 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 動 脈 ９ ０ の 形 状 や 組 織
性 状 等 の 要 因 に よ っ て 動 脈 ９ ０ の 延 在 方 向 の 複 数 箇 所 の 動 脈 径 変 化 量 に ば ら つ き が 生 じ る
場 合 で あ っ て も 、 血 圧 値 演 算 部 ２ ６ に よ っ て 血 圧 値 を 最 適 に 演 算 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 な お 、 血 圧 値 演 算 部 ２ ６ は 、 複 数 箇 所 の 動 脈 径 血 圧 値 変 化 割 合 の 平 均 値 に 基 づ い て 血 圧
値 を 演 算 す る の で は な く 、 複 数 箇 所 の 動 脈 径 血 圧 値 変 化 割 合 の 最 大 値 及 び 最 小 値 の 何 れ か
一 方 と 、 血 圧 計 ４ １ に よ っ て 予 め 計 測 さ れ て い た 血 圧 値 と 、 こ の 血 圧 値 が 血 圧 計 ４ １ に よ
っ て 計 測 さ れ た 時 点 か ら 現 時 点 ま で の 動 脈 径 変 化 量 と に 基 づ い て 、 現 時 点 で の 血 圧 値 を 演
算 す る よ う に な っ て い て も 、 同 様 に 血 圧 値 を 最 適 に 演 算 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 ま た 、 血 圧 値 演 算 部 ２ ６ は 、 複 数 箇 所 の 動 脈 径 血 圧 値 変 化 割 合 の 平 均 値 に 基 づ い て 血 圧
値 を 演 算 す る の で は な く 、 複 数 箇 所 の 動 脈 径 血 圧 値 変 化 割 合 の 最 小 二 乗 値 と 、 血 圧 計 ４ １
に よ っ て 予 め 計 測 さ れ て い た 血 圧 値 と 、 こ の 血 圧 値 が 血 圧 計 ４ １ に よ っ て 計 測 さ れ た 時 点
か ら 現 時 点 ま で の 動 脈 径 変 化 量 と に 基 づ い て 、 現 時 点 で の 血 圧 値 を 演 算 す る よ う に な っ て
い て も 、 同 様 に 血 圧 値 を 最 適 に 演 算 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ １ ０ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 従 来 よ り 短 時 間 で 動 脈 壁 の 弾 性 率 を 求
め る こ と が で き る と い う 効 果 を 有 し 、 超 音 波 信 号 に 基 づ い て 生 体 内 の 動 脈 壁 の 弾 性 率 を 求
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め る 超 音 波 診 断 装 置 等 と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ０ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 シ ス テ ム の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 超 音 波 診 断 装 置 の 超 音 波 プ ロ ー ブ と 、 生 体 の 動 脈 と の 模 式 図
【 図 ３ 】 （ ａ ） 図 １ に 示 す 加 振 器 に よ っ て 出 力 さ れ る 加 振 信 号 を 示 す 図 　 （ ｂ ） 図 １ に 示
す 歪 量 演 算 部 に よ っ て 演 算 さ れ る 動 脈 壁 歪 量 を 示 す 図 　 （ ｃ ） 図 １ に 示 す 径 変 化 量 演 算 部
に よ っ て 演 算 さ れ る 動 脈 径 変 化 量 を 示 す 図 　 （ ｄ ） 図 １ に 示 す 帯 域 制 限 フ ィ ル タ に よ っ て
抽 出 さ れ た 動 脈 壁 歪 量 の 成 分 を 示 す 図
【 図 ４ 】 （ ａ ） 図 １ に 示 す 加 振 器 に よ っ て 出 力 さ れ る 加 振 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル を 示 す
図 　 （ ｂ ） 図 １ に 示 す 歪 量 演 算 部 に よ っ て 演 算 さ れ る 動 脈 壁 歪 量 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル を 示
す 図
【 図 ５ 】 図 １ に 示 す 超 音 波 診 断 装 置 の 心 電 波 形 計 測 機 能 に よ っ て 計 測 さ れ た 心 電 波 形 を 示
す 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 シ ス テ ム の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 シ ス テ ム の 超 音 波 診 断 装 置 の 超 音 波
プ ロ ー ブ と 、 生 体 の 動 脈 と の 模 式 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ０ ３ 】
　 １ ０ 　 超 音 波 診 断 シ ス テ ム
　 ２ ０ 　 超 音 波 診 断 装 置
　 ２ ７ 　 帯 域 制 限 フ ィ ル タ （ 歪 量 加 振 成 分 抽 出 手 段 ）
　 ２ ９ 　 帯 域 制 限 フ ィ ル タ （ 血 圧 値 加 振 成 分 抽 出 手 段 ）
　 ３ ０ 　 周 波 数 解 析 部 （ 歪 量 抽 出 周 波 数 設 定 手 段 、 血 圧 値 抽 出 周 波 数 設 定 手 段 、 再 現 性 取
得 手 段 、 相 関 性 取 得 手 段 、 伝 達 関 数 取 得 手 段 、 変 化 量 抽 出 周 波 数 設 定 手 段 ）
　 ３ １ 　 弾 性 率 演 算 部 （ 弾 性 率 演 算 手 段 ）
　 ４ ２ 　 加 振 器
　 ５ ０ 　 超 音 波 診 断 シ ス テ ム
　 ６ ０ 　 超 音 波 診 断 装 置
　 ６ １ 　 帯 域 制 限 フ ィ ル タ （ 変 化 量 加 振 成 分 抽 出 手 段 ）
　 ８ ０ 　 生 体
　 ９ ０ 　 動 脈
　 ９ １ 　 動 脈 壁 （ 壁 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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